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　The purposes of this paper were to examine the relationship between music and 
sports and to consider the effects of music through an analysis of the music used in 
sporting competitions. This paper has focused specifically on music used in figure 
skating. Pieces of music that were used by gold medalists since 2000 were identified 
and each piece’s main features were examined. How well the skater’s movement 
matched the music was also examined.
　The music that is often used in competition changes key and tempo. The music 
combines sections in a different key and with a different tempo. In addition, many 
pieces that are used in figure skating are ethnic/folk music and have a narrative. 
The characteristics of the music inspired skaters to choreograph their performance, 
and they chose music that best fit their personality and technical strengths. All of 
the skaters sought to portray the atmosphere and delicate movements that the 
music conveyed during their routines. 
　The music greatly affected the skaters’ performance. In light of these findings, 
music is closely related to sports.
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る。Largo、4 分の 4 拍子のレチタティーボ風の
序奏から始まり、第 1 主題は 4 分の 6 拍子のト短







は 4 分の 6 が 4 分の 3 になっている。17～35小節、
55 小節、58～61 小節、65 小節の 3 拍目から 190
小節の 2 拍目まで、197～198小節、215～223小節、
250～236小節となっていて、総 264小節の曲が、







だ演技は始まらず、4 小節目の第 1 主題の始まり
に合わせて、首を回してから滑り出す。6 小節目































曲の構成として、第 1 主題、第 2 主題、展開、
第 2 主題、第 2 主題、第 1 主題、codaという構
成になっているが、第 2 主題の部分は大幅に省略
されている。曲を省略することによって、拍子が
4 分の 6 から 4 分の 3 になり、拍子が変わってい
る部分もある。
　 4 回転トゥループなどのジャンプは、音が上昇
している部分やうごきっが速くなって高揚感があ
る部分で跳ぶことが多い。スピンは音の動きが細
かい部分、または、速いパッセージで音が上下に
華麗に動く部分で行われている。音程が印象的に
高くなったりするところでは必ず、手を動かす・
軽く飛ぶ・軽く回るなどの演技を入れている。
このように旋律やリズムの特徴を踏まえたうえ
で演技構成がなされていることがよくわかる。音
楽は、旋律・リズム・音色・調・和声・速さ・強
弱などの要素が組み合わされてできており、偉大
な曲はこの組み合わせが絶妙なのである。演技構
成者はこれらの絶妙な音の動きにふさわしい演技
を組み込むことができており、また、選手はジャ
ンプやスピンなどの技術面だけでなく、音楽の特
徴を聴き取って表現することが重要なのである。
Ⅳ．ま　と　め
フィギュアスケートに使用されている音楽の分
析とバラード第 1 番の演技構成の分析から、使用
される音楽の特徴と音楽とスポーツの密接な関係
がわかった。
競技に使用される音楽は 1 曲の中で、調が変わ
ったり、速さが変わったりするもの、または、組
曲やオペラの中から調や速さの違う曲を組み合わ
せたりしたもの多い。これは、ジャンプ・スピン・
ステップなどのさまざまな種目をより効果的に見
せるためには重要な選曲の視点である。また、エ
キゾチックな曲やオペラや組曲など独特の雰囲気
と物語を持っているものが多く選ばれている。こ
れも気持ちが込めやすいこと、エキゾチックな曲
は情熱的でロマンチックなものが多く、心理的影
響が大きいためであると思われる。振付師は音楽
の特徴をよくとらえて演技構成を考えると同時
に、選手の個性や得意な要素などをより一層引き
立てる音楽を選曲している。選手は音楽の醸し出
す雰囲気や起伏や細かい動きを聴き捉えて、それ
ぞれの種目をより効果的に演じている。このよう
にフィギュアスケートにおいて音楽は競技を左右
する影響力を持っていると言える。
本研究は国士舘大学体育学部附属体育研究所・
平成27年度研究助成により行われた。
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